
　特別国民体育大会監督配置会議を行い、下記の通り監督配分が確定しました。
　なお、今年度は下記の「監督配置数の調整方法」の（１）と（２）のアからウまでの配置で監督総数が４８名となり、エ以降に該当する
　府県に1名ずつを追加すると、監督定員の５２名を超過するため、ウの条件を満たす都道府県までとなりました。

◇監督配置数の調整方法
（１） 参加都道府県に1名を配置する。
（２） 上記（１）より配分した人数を５２名から差し引いて得られた人数を、次のアからカの順でそれぞれに該当する都道府県に対し
　　　各１名を上限に配置する。
   ア　少年男子・少年女子・成年男子・成年女子の全種別に参加する都道府県。
   イ　少年男子と少年女子の両種別と成年男子と成年女子のいずれかに参加する都道府県。
   ウ　少年男子と少年女子のいずれかと成年男子と成年女子の両種別に参加する都道府県。　
   エ　少年男子と少年女子の両種別に参加する都道府県。
   オ　少年男子と少年女子のいずれかと成年男子と成年女子のいずれかに参加する都道府県。
   カ　少年男子と少年女子のいずれにも参加せず、成年男子と成年女子の両種別に参加する都道府県。
   ※参加都道府県に最大２名以内を配置し、監督総数５２名以内とする。

男子 女子 男子 女子
○ ○ ○ ○ 4 1 ○ 1 2
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ 1 1 1

○ 1 1 1

○ 1 1 1
○ ○ 2 1 〇 1

○ ○ 2 1 〇 1
○ ○ ○ 3 1 〇 1 2
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ 2 1 〇 1
○ 1 1 1

○ 1 1 1
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2
○ 1 1 1

○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ 2 1 〇 1
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2
○ ○ 2 1 〇 1

○ ○ 2 1 〇 1
○ ○ 2 1 〇 1
○ 1 1 1

○ 1 1 1
○ ○ ○ ○ 4 1 ○ 1 2

○ ○ 2 1 〇 1
○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ ○ 3 1 ○ 1 2

○ ○ ○ ○ 4 1 ○ 1 2

○ ○ ○ ○ 4 1 ○ 1 2
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